
 

 

令和 4 年度 第 4 回保土ケ谷区障害者自立支援協議会（当事者活動部会）会議録 

日 時     2023 年 3 月 1 日（水） 17：00-18：00 

開催場所 活動ホーム ゆめ ボランティアルーム 

出 席 者 
早坂氏(希望の家)、大羽氏（たちばな会）、山本氏（区社協）、誉田氏、加藤氏（常盤

虹の会）、芝 ・佐藤(活動ホームゆめ)、竹内氏 

欠 席 者  

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 事 

 

◇次年度の取り組みについて 

①19 年度に企画した「どんぐりの家」上映会の実施 

・現在はこの映画に描かれるような、当時者から作業所を立ち上げといった動きはな

くなっているので内容が古いのでは、新しいもの（ex:梅切らぬバカなど）を上映して

は、という提案もあった。今回は当時を知らない若い支援者など含め、自主運営型の

時代があって今へ繋がっていることを知ってもらう意味でも、「どんぐりの家」上映

で着地。予算規模 20 万？時期は 1～２月を目標。常盤虹の会のダンスを依頼したい。 

 

②福祉教育 

→社協からの依頼があれば実施。 

・障害者週間（12 月）など、学校からの依頼は多い。時間の余裕をもって依頼頂ける

よう伝えているが、実際の依頼は直前となることが多い。常盤虹の会では対象の年齢

などに合わせて柔軟に対応している。 

・聴覚・視覚・身体などの依頼は多い。精神疾患についても理解を深めてもらいたい

が、学年が低いと理解が難しいこともあり、差別のトリガーになってしまわないよう

配慮が必要。中学生対象の精神障害当事者の講演は、恋バナなど、親近感を持っても

らえるような内容で盛り上がった。特別な人たちではなく、自分達と同じように笑っ

たり悩んだりしながら暮らしていることが若い世代に伝わり、理解を深めてもらえ

た。。。 

 

③その他 

・当時者同士の交流会、他の障害をお持ちの方がどのように暮らしているのか、お互

いに気軽に話し合えるような場を持ちたい。→茶話会の実施は過去に実績があり、好

評だった。コロナも落ち着いてきているので、前向きに検討していく。 

 

 

 

次回：4/26（水）17：00～ 地域活動ホームゆめ ボランティアルームにて 

 

 

第１号様式 


